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バラ科バ ラ（土耕栽培） Rosa hybrida

１ 経営的特徴と導入方法

バラの生産は、花き需要の多様化に加え、消費の低迷や輸入の増加等の影響で単価が伸び悩み、全国におけ

る平成21年産の作付面積は457ha、生産量は330百万本となっている。本県の作付面積は、土耕栽培と養液栽培

を合わせて６haであり、切り花類栽培面積の５％を占めている。

バラ経営のメリットは、周年栽培が可能であり、年間就労の場が確保されることや単位当たり収益性が高

いこと、バラに対するよいイメージが若い後継者やパート労働者にあり、新規参入しやすいことなどがあげら

れる。反面、デメリットとしては、施設投資額が大きく、周年栽培では燃料費がかさむこと、一度定植すると

数年間は生産が継続されるので、品種選択が経営の重要なポイントとなることである。

本県では、夏場の冷涼な気候を生かし、花色が鮮明で花持ちがよい高品質なバラを生産できることから、

夏秋期を中心に高い市場評価を受けている。しかしながら、最近の販売価格の伸び悩みの傾向も踏まえて、今

後は低コスト化や収量・品質の向上、消費者ニーズに対応した品種選択等がより求められている。

表１ 経営収支試算（10a当たり）

区 分 出荷量（本） 粗収益（円） 経営費（円） 所 得（円） 所得率（％）

バラ土耕栽培 105,000 8,295,000 6,329,018 1,965,982 23.7

(注)１．主要作物の技術・経営指標（平成22年３月 県農林水産部 、種苗５年更新）

表２ 10 当たり作業別、旬別所要労働時間（単位：時間）a

① 作業別労働時間

項 目 時 間 項 目 時 間 (注)

剪 定 ・ 芽 か き 56.0 追 肥 40.0 １．主要作物の技術・経営指

芽 か き ・ 摘 心 270.0 病 害 虫 防 除 84.0 標（平成22年３月）

か ん 水 ・ 温 度 管 理 180.0 収 穫 ・ 出 荷 1,650.0 ２．出荷本数105,000本 10a、/

栽 培 管 理 120.0 合 計 2,400.0 冬季一時休眠、２年目以降

② 旬別労働時間

月 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

5.0 5.0 5.0 61.0 5.0 15.0 5.0 5.0 11.0 85.0 91.0 85.0 95.0 91.0 85.0 85.0 91.0 85.0時間

７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 合計

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

55.0 51.0 52.5 52.5 58.5 52.5 102.5 98.5 92.5 92.5 98.5 92.5 92.5 98.5 92.5 92.5 98.5 92.5 2,400.0
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２ 生理生態的特性と適応性

(1) 原産地

、 、 。バラ属の植物は南はエチオピア 北はシベリアまで 北半球の亜熱帯から寒帯にかけて広く分布している

(2) 花芽の分化と発育

バラの腋芽は、頂芽優勢によって発芽が抑えられている間は葉の原基の形成を続け、花芽分化できない。

採花やピンチあるいは剪定によって頂芽優勢を除かれた後もしばらくは葉原基の分化を続け、発芽して新

梢が１～４ に達すると、ある一定温度以上であれば日長に関係なく花芽分化を開始する。この時期はおcm

おむね頂芽優勢が除去されてから約２週間後である。

Moeらは「バッカラ」を供試して、昼温と夜温の組み合わせと到花日数（表３ 、到花日数に及ぼす温度）

の影響（図１ 、茎長と葉数に及ぼす温度の影響（図２）について報告している 「バッカラ」を昼夜温一定） 。

にして栽培したところ、収量と品質の面から18℃が良いと述べている。

表３ 昼温と夜温の組み合わせと到花日数 （Moeら 1969）

昼温℃ 12 15 18 21 24 27

温 ９時間

12 15 18 21 24 27 12 15 18 21 24 27 12 15 18 21 24 27 12 15 18 21 24 27 12 15 18 21 24 27夜温℃ 12

度 15時間

76 69 55 49 46 44 73 60 49 41 45 41 61 53 52 46 43 40 52 49 47 46 41 42 52 49 43 44 45 43到 花 日 数 (日) 86

図１ 到花日数に及ぼす温度の影響 図２ 茎長と葉数に及ぼす温度の影響

（Moeら 1969） （Moeら 1969）
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３ 作型と品種

月 月 月作 型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 11 12

Ω 加温 Ω

夏秋切り １年目 ◎ ×(随時)

栽 培 ２年目 Ω 加温 Ω

以 降 ※

Ω 加温 Ω

冬季一時 １年目 ◎ ×(随時)

休眠栽培 ２年目 Ω 加温 Ω

以 降 ※

凡例 ◎ 定植 × 摘心 収穫期間 Ω 加温 ※ 剪定

(1) 作型

バラの土耕栽培の作型は、大きく分けると夏秋切り栽培、冬季一時休眠栽培、冬切り栽培の３つの作型に

分けられる。しかし、実質的には夏秋切り栽培と冬季一時休眠栽培の２つが本県に適した作型といえる。

ア 夏秋切り栽培

夏季冷涼な気象条件を生かした栽培法であり、パイプハウス等の簡易施設で行われているので、経費が

少なくて済む。採花期は５～11月で４回程度の採花となる。以前は無加温でも行われていたが、低温障

害の発生や、病害の発生を軽減する意味からも暖房機が導入されている。

イ 冬季一時休眠栽培

本県の冬期間は日照量が低下し、また暖房のコストもかさむ。冬季一時休眠栽培は、栽培に不利な時期

（１～２月）の厳冬期に自然低温に遭遇させ一時的に休眠状態とし、この間に剪定した後加温して、４～

12月まで採花する作型である。また、休眠期間中（12～2月）の最低温度を０～５℃程度とすることで、

深い休眠に入らせない作型を半休眠栽培という。

(2) 品種

全国で栽培されているバラの品種について、その正確な数字は明らかにされていないが、約４００品種は

あると言われている。現在でもこのように非常に多くの品種が存在しているのにもかかわらず、毎年 、

関係種苗会社から数多くの新品種が発表されているので、その中から何を選択するかは容易ではない。

、 、 、しかしながら バラの切り花栽培を営む上で品種の選定は 経営の成否を左右する重要な要素となるので

品種を導入する際は、出荷する市場と情報交換を密に行うとともに、栽培の容易さ、品種の特性を考慮に

入れ、自分の経営に合った品種を選択することが必要である。

表４に最近のわが国におけるバラ切り花（スタンダード）主要品種の取引数量の推移と占有率、表５には

その品種の特性を示す。

表６に最近のわが国におけるバラ切り花（スプレー）主要品種の取引数量の推移と占有率、表７にはその

品種の特性を示す。
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消費者の好みが多様化する中で、多くの品種が登場し、また消えていく現在では、品種の寿命は短く、品種

の動向をにらみながら導入品種を検討する必要がある。本県における品種比較試験は、平成20年まで実施し

ており、表８に調査した品種の収量および切り花品質、表９に規格別切り花本数を紹介する。

表４ わが国のバラ切り花（スタンダード）主要品種の取引数量および占有率
（日本花普及センター 品種別流通動向分析調査より）

取引数量（千本） 占有率（％）
品 種 名

平成21年 平成20年 平成19年 平成21年 平成20年 平成19年

1 9.0 10.4 10.6ローテローゼ 11,669 14,029 13,165

2 4.3 4.5 4.6ティネケ 5,578 6,000 5,637

3 3.2 2.4 1.8アヴァランチェ 4,099 3,201 2,224+
4 2.9 3.3 3.3ノブレス 3,816 4,490 4,066

5 2.7 2.9 2.6テレサ 3,506 3,870 3,174

6 2.4 2.3 2.1ゴールドストライク 3,074 3,139 2,645

7 2.0 1.6 1.2レッドスター 2,641 2,201 1,485

8 1.7 1.7 1.7デュカット 2,249 2,263 2,121

9 1.7 1.9 2.1パレオ 2,195 2,494 2,644
９０

10 1.7 1.2 0.5スィートアヴァランチェ 2,169 1,661 624+

注）占有率はバラ（スタンダード）の全ての取り扱い数量に占める各品種の率

表５ 最近のバラ切り花（スタンダード）主要品種の特性 （各メーカーカタログより）

品 種 名 花色 タイプ 切り花長( ) 採花本数 作 型cm

1 赤 ＨＴ 70～80 420～460 周年採花型ローテローゼ

2 白 ＨＴ 65～75 450～500 周年採花型ティネケ

3 白 ＨＴ 60～80 400～450 周年採花型アヴァランチェ+
4 桃 ＨＴ 50～70 400～450 周年採花型ノブレス

5 桃 － － － －テレサ

6 黄 ＨＴ 70～80 420～460 周年採花型ゴールドストライク

7 赤 ＨＴ 60～80 400～450 周年採花型レッドスター

8 黄 ＨＴ 50～70 450～500 低 温 期 型デュカット

9 橙 ＨＴ 50～70 450～500 周年採花型パレオ
９０

10 桃 ＨＴ 60～80 450～500 周年採花型スィートアヴァランチェ+

注）タイプ：ＨＴ（ハイブリッドティー系）
採花本数は、本／3.3㎡
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表６ わが国のバラ切り花（スプレー）主要品種の取引数量および占有率
（日本花普及センター 品種別流通動向分析調査より）

取引数量（千本） 占有率（％）
品 種 名

平成21年 平成20年 平成19年 平成21年 平成20年 平成19年

1 5.1 3.1 0.6ファンファール 2,033 1,273 199

2 4.8 4.1 4.0ラブリーリディア 1,918 1,669 1,429

3 4.1 4.6 5.5マカレナ 1,633 1,872 2,000

4 2.9 2.2 1.8ベイブ 1,152 878 647

5 2.7 2.8 3.0フレアー 1,072 1,156 1,079

6 2.4 3.0 3.7ファンタジー 982 1,216 1,339

7 2.4 2.2 2.2サラ 981 892 798

8 2.4 1.5 0.3シューティングスター 964 601 103

9 2.4 2.3 2.9スプレーウィット 950 954 1,033

10 ！ 2.2 2.0 1.8パリ 885 818 661

注）占有率はバラ（スプレー）の全ての取り扱い数量に占める各品種の率

表７ バラ切り花（スプレー）主要品種の特性 （各メーカーカタログより）

品 種 名 花色 タイプ 切り花長( ) 採花本数 作 型cm

1 赤 ＳＰ 70～90 400～450 周年採花型ファンファール

2 桃 ＳＰ 50～60 480～500 周年採花型ラブリーリディア

3 橙 ＳＰ 60～70 400～450 周年採花型マカレナ

4 橙 ＳＰ 70～90 400～450 周年採花型ベイブ

5 黄 ＳＰ 50～70 480～580 周年採花型フレアー

6 桃 ＳＰ － － －ファンタジー

7 黄 ＳＰ 60～70 400～450 周年採花型サラ

8 黄 ＳＰ 50～70 400～450 周年採花型シューティングスター

9 ＳＰ － － －スプレーウィット 白
10 ！ 桃 ＳＰ 50～60 300～350 周年採花型パリ

注）タイプ：ＳＰ（スプレー系）
採花本数は、本／3.3㎡

表８ バラ品種の収量及び切り花品質 （平成20年 青森農林総研フラワーセ）

切り花長 花首長 花の高さ 節数 葉数 茎径 切り花重 収穫本数

（㎝） （㎝） （㎝） （節） （枚） （㎜） （ｇ） （本／ａ）

ダンシングクィーン 74.5     8.0      4.3      13.2     12.7     6.5      36.6     6,222.1  

タニア+ 70.2     6.4      4.8      14.5     14.0     7.6      51.8     3,951.2  

ユニバース 80.9     10.6     5.2      15.6     15.3     7.9      57.3     5,450.0  

カフェラテ 70.6     8.4      4.6      11.8     11.3     8.1      55.3     3,905.8  

ツウイテイ+ 66.3     7.9      4.5      13.6     13.4     8.2      57.4     2,361.7  

ジュピター 66.2     7.8      4.7      12.8     12.6     6.3      32.7     3,224.6  

キングスプライド+ 71.8     8.6      4.9      11.7     11.6     8.1      55.3     3,497.1  

ローテローゼ（参考） 74.1     8.4      4.5      12.3     11.8     6.6      37.1     4,905.0  

品種名
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表９ バラ品種の規格別割合（％）
（平成20年 青森農林総研フラワーセ）

４ 栽培

(1) 苗木の入手

信用のある種苗業者から購入する。人気の高い品種は入手困難となる場合があるので、早めに注文をし

確実に入手できるようにする。購入する際は、必要株数の10～15％程度余分に準備し、その中から生育の

良いもの、病害虫のないものを選ぶようにする。

(2) 苗木の種類

ア 接ぎ木苗

国内では野生バラの一つであるノイバラの選抜系を主に台木として利用している。接ぎ木苗を生産する

場合、接ぎ木の方法により以下の３種類に分類される。

(ア) 切り接ぎ苗

12～１月頃に台木を掘り上げ、乾燥しないよう冷蔵し、１～３月頃に接ぎ木して３～４月にかけて

出荷される。

(イ) 芽接ぎ苗

芽接ぎを行う際は、台木をほ場から掘り上げずに畑で芽を接いでいる。８～９月に芽を接ぎ、12～

２月頃に出荷されるため早く定植ができるメリットがある。

(ウ) 緑枝接ぎ苗

生育中の緑枝を穂木として用い、台木に切り接ぎし、ミスト条件で活着させる方法。緑枝を利用す

るため、台木さえ準備できれば１年中苗生産ができる。

切り接ぎ苗 芽接ぎ苗

図３ 苗木の種類

ダンシングクィーン 29.9     32.8     38.0     -

タニア+ 12.6     37.9     46.0     3.4      

ユニバース 50.0     38.3     11.7     -

カフェラテ 14.0     34.9     45.3     5.8      

ツウイテイ+ 1.9      25.0     63.5     9.6      

ジュピター 4.2      25.4     64.8     5.6      

キングスプライド+ 16.9     37.7     45.5     -

ローテローゼ（参考） 25.0     41.7     33.3     -

（注） ３Ｌ：80㎝以上、２Ｌ：70㎝以上80㎝未満、Ｌ：60㎝以上70㎝未満
　　　 Ｍ：50㎝以上60㎝未満

品種名 ３Ｌ ２Ｌ Ｌ Ｍ

接穂
接芽

芽

台木
（ノイバラ）

台木
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イ 挿し木苗（自根苗）

挿し木苗は基本的に周年生産を行うことが可能であり、現在はロックウール栽培で利用されることが多

い。挿し木苗は栽培系が土壌から切り離されているため、土壌伝染性の病害虫に感染している可能性は低

い。また、台木を生産する必要がないため労力的にも楽である。しかし、品種によっては自根での収量が

落ちる、株の寿命が短い等の問題点もある。

(3) 土壌改良および施肥

バラは、栽培期間が長く、定植すると改植まで土壌改良を行えないので、定植前に充分改良を済ませ

ておく必要がある。木本のため深さ30～40 程度の土壌改良が必要で、改良資材もその分大量に必要とcm

なる。化学的には下層土まで塩基飽和度、有効態りん酸を充分上げておくことが重要である。塩基、りん

酸等の改良基準は施設野菜に準ずる（表10 。 矯正も同様で、作中は抜本的な改良は難しいので定植前） pH

に6.0前後（表10の は である。 では6.0前後）に改良しておく。pH KCl H O2

土づくりには完熟した 比の高い堆肥が適しており、稲わら堆肥、牛糞堆肥、バーク堆肥などが適C/N

している。なかでもバーク堆肥は腐朽しにくく、土壌の物理性を長く維持するのに適している。ピートモ

スも物理性改善に向いているが、この場合腐熟度に注意する。堆肥を多量に施用した場合には、塩基飽和

度が下がることがあるので、塩基類も同時に改良する必要がある。転換畑など地下水位の高いほ場では、

暗きょの設置や耕盤破砕、客土などの対策を同時に行う必要がある。

改植は計画的に行い、改植前に土壌分析を行うなど、事前に土壌改良できる十分な期間を取れるよう

にする。地下水の高いほ場では暗きょを入れるか、もしくは高うねとし、栽培期間中の養水分管理が容易

にできるよう配慮する。暗きょを入れる際は、深さ80～100ｃｍの位置を目安とし、特に排水の悪い場合

は各うねに暗きょを入れた方が安心である。

施肥設計に当たっては栽培期間が長く、根群分布が広いので、油粕、骨粉、魚粕などの有機物を主体

に施し、化成肥料は追肥程度にとどめるようにし、生育状況に合わせた肥培管理を実施する。

バラ栽培における土づくりで、有機物は物理性の改善等の大切な役割を持っており、いかに良質のも

のを投入できるかが要点となる。長期間にわたり土壌の物理性を維持する意味ではバーク堆肥の使用が望

。 、 。まれるところである しかし安定的に確保する等で困難な面も多く 各種有機質を組み合わせて使用する

(4) 有機質の種類と利用法

ア ピートモス

比較的簡単に手に入ることと耐久性があることから有機質の主体となっている。

イ バーク堆肥

生産地や産地によって評価が異なっているので、特性を良くつかみ利用する。耐久性があり長期間効

果が保持できるので利用価値は高い。

ウ 牛ふん堆肥

良質な物のみを利用する。連用すると結果が良くない傾向にある。また、効果は長期間保持しない。

エ 稲わら堆肥

未熟堆肥の多量投入で窒素飢餓が起こりやすいので投入量及び堆肥の熟度には注意を要する。
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オ 新植にあたってのほ場づくりの例（１ａ当たりの施用量）

(ア) トレンチャーで60～80 掘り下げた植え床へ、バーク堆肥や牛ふんを0.5～１ﾄﾝ程度投入する。そcm

の際、窒素肥料を５ 程度施用し、混和する。kg

また、バーク堆肥や牛ふんは植え床以外にも全面全層に200 程度施す。kg

(イ) 土壌の は5.5～6.0に矯正する。pH

(ウ) 基肥は油粕、骨粉、魚粕等の有機質肥料を主体に、窒素1.5～2.0 、りん酸2.0～3.0 、加里1.5～kg kg

2.0 程度施用する。kg

なお、地表面から深さ50 以内の気相率は17％以上に維持する必要がある。cm

表１０ 土壌改良基準

ｐＨ（ＫＣＬ） 5.5～6.0 石灰飽和度 50～55％
ＥＣ 0.7ｍｓ／ｃｍ以下 苦土飽和度 10～15％
有効態リン酸 30～50 ㎎／100ｇ カリ飽和度 3～6％

塩基飽和度 65～75％

(5) 定植

、 、 、 、定植は３月下旬までに行うようにし 定植するほ場は床幅80～90 通路60～70 とし 株間25～30cm cm cm

条間40 程度の２条植えを標準とする。樹勢の強い品種はこれよりやや広めにし、分枝数の少ない品種はcm

標準よりも10～15％程度に密植すると良い。植え付ける深さは接ぎ木部分が２～３ 以上露出するよう浅cm

植えとし、根の伸長を旺盛にするよう心がける。なお、活着するまでは寒冷しゃなどで遮光すると良い。

定植後は十分にかん水し、土壌の乾燥を防止する。土壌乾燥防止や、夏期の地温上昇抑制、雑草発生防止

のため稲わら等でマルチを行い、旺盛な樹勢が長期間保たれるようにする。

(6) 定植後のピンチ（定植初年目）

ア ピンチの方法

定植後の苗は樹体が小さくてもすぐに花芽をもってしまう。そこで、切り花長を伸ばすために、樹体

が小さいうちはピンチして花芽を取り去り、ある程度株が大きくなってから採花する。ピンチの方法と

しては図４に示したとおり概ね４通りがある。このうち、実際に多用するのはハードピンチ、ソフトピ

ンチと折り曲げ法である。

(ア) ハードピンチ

ハードピンチは熟枝摘心と呼ばれ、蕾が小豆粒より大きくなった頃、上部から５枚葉２～３枚

目のところでピンチする方法である。

(イ) ソフトピンチ

ソフトピンチは未熟枝摘心と呼ばれ、枝の先端から蕾が見え始めた頃、その先端部をかき取る

方法である。そうすると、最上位か２枚目の５枚葉のところでピンチされている。ソフトピンチは葉数

を多く確保することができるメリットがある。

(ウ) 折り曲げ法

53



- -54

折り曲げ法は枝の途中や株元、枝の分枝部（ナックル）の位置で、枝を水平ないし鋭角に折り曲げ

る変則ピンチである。定植後にベーサルシュートを発生させたり、落葉が激しい場合の樹勢回復などに

も用いられる。

(エ) フラワリングアウトピンチ

フラワリングアウトピンチは開花後摘心ともいう。花弁が落下し始める頃、丸みを帯びた５枚葉で

ピンチする方法である。

図４ ピンチの種類（林・大川 1977）

イ 苗の種類によるピンチの方法

苗には主に、切り接ぎ苗と芽接ぎ苗の２種類があり（図３ 、苗の種類によって若干ピンチの方法が異）

なる。

(ア) 切り接ぎ苗

切り接ぎ苗は接ぎ穂からのシュートが弱く、なかなか良好な切り花が得られないので、ソフトピン

。 、 。チを行い強いシュートがでるのを待つ ベーサルシュートの太いものはハードピンチの後 採花する

ベーサルシュートの細いものは、ソフトピンチを実施しシュートが太くなってから採花する。接ぎ穂

からのシュートはソフトピンチを主体としながらハードピンチも組み合わせ、シュートが太くなった

ら採花できる。

定植が遅くなった場合や品種（フロリバンダ系）によってはソフトピンチの後、側枝を整理しない

で放任状態とし、摘らいだけを行い、葉面積を増やして光合成の場とし、樹に力をつけてベーサルシ

ュートを確保する方法もある。

切り花の主体となるのはベーサルシュートで、切り接ぎ苗の場合は接ぎ穂からのシュートが弱いた

め、いかにベーサルシュートを早く発生させ、切り花に入るかがポイントとなる。そのため、葉面積

を確保しやすいソフトピンチが切り接ぎ苗定植時のピンチの主体となる。ソフトピンチは定植が遅れ

たとき、もしくは樹を早く大きくしたいときなどにも用いられる。

(イ) 芽接ぎ苗

芽接ぎ苗は前年の夏に芽を台木に接ぎ木したもので、接ぎ芽からのシュートの伸びは非常に旺盛で

フラワリングアウトピンチハードピンチ

ソフトピンチ

折り曲げ部

折り曲げ法
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ある。接ぎ芽からのシュートの勢いが強い場合は２回程度ハードピンチしてから採花に入る。シュー

トの伸びが弱いときは、ソフトピンチとハードピンチを繰り返し、シュートが太くなってから採花す

る。接ぎ芽のシュートは伸びが良く、定植直後から採花できるが、樹が小さいうちに採花すると切り

花長が短いばかりか、ベーサルシュートの発生も少なくなる場合もあるので注意が必要である。

芽接ぎ苗の場合は、接ぎ芽のシュートを２回程度ハードピンチしてある程度樹を作り、採花しなが

らベーサルシュートの発生を促すよう仕立てる。

ウ 品種によるピンチの方法

ピンチの方法は栽培する品種の系統によっても若干異なる。フロリバンダ系は房咲きのため、側花

。 、 、らいの発生が早い このような品種はハードピンチしようとして 蕾が大きくなるのを待っていると

腋芽が動きだしピンチできなくなってしまう。動き出した腋芽を伸ばしても、短い切り花となってし

まい商品価値はない。フロリバンダ系は早めのソフトピンチのタイミングでやや深めにピンチして仕

立てる。ハードピンチの際は、ぷくっと膨らんだ充実した芽の位置で行うことが大切である。ハイブ

リッドティー系はピンチの時期に注意して行えば問題ない。

エ ピンチの実際

ソフトピンチ、ハードピンチ、折り曲げ法のそれぞれの特性、メリットを考えながら、品種、定植

時期、仕立て法に合わせて使い分ける。しかし、ソフトピンチ、ハードピンチに関しては、実際の使

用場面では両者の中間的なピンチとなってしまうことが多い。前述のフロリバンダ系に対するピンチ

の仕方がよい例である。

切り花の主体は、あくまでもベーサルシュートであるので、生育初期からあまり早く採花せずに、

充分な葉面積を確保し、強くて生産力のあるベーサルシュートを発生させることがポイントとなる。

強いベーサルシュートが発生すれば、だまって品質の良い切り花が得られるので、ベーサルシュート

が発生しやすいような樹の栄養条件にもっていくように仕立てればよい。

ピンチを行うにあたって最も大切なことは充実した芽の位置で行うことである。ピンチの時期より

も良い素質の芽でピンチすることが肝要である。

(7) 芽かき

ピンチの後、１本のシュート（採花母枝）から２～３本のシュートが伸びてくる。採花母枝の太さによっ

て残すシュートの本数を制限し、良品生産をしている例もあるが、過度な本数制限は逆に樹勢の低下を招く

恐れもあるので注意が必要である。

(8) 温度管理

バラの生育適温はほとんどの品種で、昼温20～25℃、夜温15～18℃である。

ア 昼温管理

夏場の高温期は花色の変化や生育障害が発生しやすいので、できるだけ生育適温で管理するよう努力す

る。昼温は２５℃を目標に換気を実施する。しかし、実際は換気だけで適温を確保するのは困難なので、

このような場合は寒冷しゃや不織布等で遮光し適温の維持に努める。

イ 夜温管理

冬場の低温期は、昼温よりも夜温が収量、品質、到花日数に影響を与える。品種によっても最低夜温は

異なり、低温性の品種で14～15℃、高温性品種では18～20℃程度である。このため、適切な夜温管理を行
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うためには、きるだけ温度要求の同じ様な品種を同じハウスにまとめたほうが管理しやすい。

しかし、実際の栽培現場では様々な品種が同一ハウス内で管理されることもあるので、両品種に共通す

る15～18℃で管理する。

また、ハウス内の温度が均一となるよう、撹拌扇等の利用も非常に有効である。

(9) かん水と追肥

樹勢を保つためには、温度管理とともにかん水及び追肥が重要な作業となり、生育に応じたかん水と追肥

を実施する必要がある。

ア かん水

かん水はテンシオメーター等を設置し、土壌の乾燥程度を把握しながら、かん水量やかん水時期を決め

ることが基本となるが、目安としては春から秋にかけては３～５日、秋から冬にかけては５～７日に１回

の間隔で実施する。１回当たりの量はベッド㎡当たり15～20㍑（15～20 相当）程度とする。mm

イ 追肥

、 、 。 （ ）追肥は年間を通じ 5～6回程度に分けて実施するが ＥＣ値を参考に行う 生育に適するＥＣ値 1 5:

は、0.7 前後である。１回当たりの追肥の目安は窒素成分で0.2～0.5 ａ程度を目安とし、高温期ms/cm kg/

には有機質肥料やコーティング肥料のような緩効性肥料を主体とし、低温期や早く肥料を効かせたいとき

は液肥を主体に施用する。

(10) 支柱、ネット及び誘引

、 、 。 、 、植え付け後 樹高が50～60 位になったら 第一段目のネットを張る ネットは20 ×20 ３マスcm cm cm

幅60 程度のものを利用する。１段目以降は約50～60 ごとにネットを張り、曲がりを防止する。cm cm

また、ベッドの両サイドに２～３段程度針金等を張り、バラが通路にはみ出したり曲がったりしないよ

う誘引する。支柱は太めのパイプや鉄製の支柱を利用する。

(11) 剪定

本県の作型は夏秋切り及び冬期一時休眠栽培が主流なので、冬期剪定が主体となる。11月～12月にかけ

ての収穫が終了したら、徐々に温度を下げながら、かん水量も減らし、株の休眠を誘導する。１か月くら

いの休眠期間を経た後、１月下旬～２月上旬頃に剪定を実施する。剪定の際は試し切りを行い、切り口か

らの樹液が多い場合は剪定時期を少し遅くする。剪定する高さは一年株で地上50～60 とし、二年株ではcm

それよりも10 くらい高めに行う。剪定時に残す芽の数は、仕立て本数や樹勢を考慮しながら充実した外cm

側の芽を残した方が管理しやすい。剪定後は、株元にわら束を入れてマルチを行い、接ぎ木部分を保護す

る。株元マルチは土寄せと同様の効果があり、省力的である。
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図５ 冬期剪定法（宮城園試 1991）

(12) 採花、仕立て方法

従来は定植後、発生したシュートをピンチして切り上げ、採花母枝としながら５枚葉２枚残しで切り上

げていく方法が主流であったが、最近は増収効果の期待できるハイラック方式のように、ある程度の高さ

でシュートを折り曲げて同化専用枝とし、採花もシュートの基部から切る（ナックルカット）方式を採用

。、する生産者が主流となりつつあるが 本方式は同化専用枝が混み合うため病害虫の防除には注意を要する

また長崎県ではハイラック方式をさらに改良し、病害虫防除、作業面、コスト面においてより効率的で

普及性のある技術としてソーラーローズシステムを開発した。これは床幅120 、条間90 の2条植えとcm cm

し、光合成専用枝を地上80 でベッドの内側に折り倒すことにより、作業性が向上、種苗コストの低減おcm

よび切り花品質の向上が期待できるものであるが、本県において本技術の有効性を確認したところ、定植

、、、後3年目でハイラック方式とほぼ同等の収量 品質になるという結果は得られたが 定植本数を40 にして%

収量は20 増、ダニの発生抑制という長崎県で発表した効果を再現することはできなかった。%

(13) 栽培２年目以降の管理

ア 休眠が破れ発芽が始まる前の基本的な管理は初年目と同様であるが、１本の主枝当たり２～３本の採

花枝を残す。

イ 最初の切り花時期をいつにするかでピンチ作業及び加温の開始時期が変わる。ピンチをしないで開花

を早める場合もあるが、普通はソフトピンチをして、その後採花にはいる。

ウ その後の管理は一年目に準ずる。

５ 主要病害虫とその防除対策

(1) 病 害

ア 黒星病

露地栽培で発生が多い。葉、葉柄及び茎に発生する。葉でははじめ淡褐色～紫黒色の小さなしみ状の斑

点で通常5～10㎜程度の病斑となる。病斑が成熟すると黒点状の分生子層が生じ、葉は黄化し落葉しやす

くなる。茎に感染すると目立たないが越冬し、翌年の伝染源となる。雨の多い梅雨時に多発しやすいので

古い主枝
を切る。

細枝や枯れ枝
を切る。

株の外側の
芽で切る。

良い芽がない
ときは節で切る。

芽の上５㎜残し
斜めに切る。
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早期に発見し、薬剤防除を行う。

イ うどんこ病

葉、花梗、蕾の表面に白紛状のかびが生える。葉でも枝でも若い部分が感染しやすい。病原菌の越冬形

態は明らかでないが、越冬芽に潜在する菌糸や病茎上の分生子などが想定されるため、病枝や不要な弱小

枝はできるだけ除去する。バラでは早期に発見するために、若い葉の表面が水泡状に盛り上がったり、波

打っていないか注意する。

ウ 灰色かび病

、 、 。 、 。葉 枝 花に発生する 花弁ではしみ状の小斑点が現れ やがて斑点は拡大し灰褐色のかびが発生する

病原菌は花、野菜及び果樹類に広く発生するとともに枯死植物体上でも生存する。

エ べと病

主に葉、茎及び花梗に発生する。若い葉に発生しやすく、初め暗紫色水浸状の不整形病斑を生じる。後

、 。には葉脈で区切られた大型病斑になることが多く 多湿時には葉の病斑の裏側にねずみ色のかびを生じる

病原菌は鞭毛菌類に属するかびの一種でバラ以外の寄主は知られていない。温度18℃前後で多湿の時発生

しやすいとされる。

排水不良地での栽培は避け、ハウスでは多湿にならないよう管理する。病葉、病茎など発見したら見つ

、 。 。 、 、け次第切り取り 焼却する できるだけ発生初期から防除するのがよい また 本病が常発する施設では

防除剤を予防的に散布する。

(2) 虫 害

ア アザミウマ類

バラで問題となるアザミウマは、ミカンキイロアザミウマが主体となっている。蕾が割れはじめ、花

弁が少しでも見えるようになると、虫が侵入するようになる。初期に加害を受けると花弁の先端が褐変

し、多発した場合は花弁全体が褐変したり奇形花となる。花色の濃い品種では、かなり低密度でもかす

り症状が生じ、商品価値が低下する。葉で問題となることは少ないが、多発した場合、芽に加害を受け

ることがある。側枝や同化専用枝等の収穫しない花やハウス内外の雑草等の発生源をなくさないと、い

くら有効な薬剤を散布しても効果が得られない。

イ 食葉性害虫類（蛾類幼虫）

バラを加害する種類はかなり多いが、栽培上特に問題となるのは、オオタバコガ、ヨトウガ程度であ

り、時にハマキムシ類の発生が見られる。オオタバコガは、新梢の柔らかい部分や、蕾に穴をあけて食

害する。ヨトウガは葉裏に卵塊を産み付け、ふ化した幼虫が集団で葉を食害するため、被害葉は白く目

立つ。大きくなると単独生活をし、葉や花弁を食害するようになる。

ウ アブラムシ類

バラを加害するアブラムシ類は、イバラヒゲナガアブラムシ等数種が知られている。新梢や若葉、特

に若い蕾の花首部分に群棲し、吸汁加害する。新梢先端や蕾を観察し、早期に薬剤散布する。

エ ハダニ類

県内の施設栽培で問題となるのは、ナミハダニが主体と考えられる。発生初期には、葉表に針でつつい

たような点状の小斑点が見られ、被害が進むと葉全体が白～褐色になり、落葉も激しくなる。施設内では

下葉を中心に年中繁殖していることが多く、防除の手をゆるめると急激に増加する。
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オ コガネムシ類

よく見かけるのは金緑色のマメコガネの成虫で、開花した花に集団で加害する。特に、白や黄色の花弁

を好み、花が少ないときは若い葉に群棲する。開花した花が誘引源となるので、採花しない花を摘み取る

とともに、常発地では施設外周辺にマメコガネの好む花（バラ、ダリア、ジニア等）を栽植しないように

する。

カ カイガラムシ類

バラで最も問題となるカイガラムシは、バラシロカイガラムシで世界的に有名な害虫である。幹の表面

に白色で２ 程度の丸い虫が付着する。多発生すると株が枯死することがある。一般的には、苗木にmm

付着して侵入するので、健全な苗を求める。薬剤は、幼虫のふ化時期に散布しないと効果が上がらない。

キ その他

庭先のバラでは、ハバチ類、ゾウムシ類、ヨコバイ類等多くの害虫が見られ、バラ特有の種類も多い。

しかし、通常の薬剤散布をしている施設内で発生することは稀である。

６ 収穫、調製、出荷

(1) 採花

切り前は、品種や出荷時期、出荷市場により異なるので、随時

出荷先と連絡をとりながら、相手の希望する状態で出荷すること

が大切である。また、夏季は開花しやすいため切り前を早くし、

冬季は開花しにくくなるため切り前を遅くすることが必要である。

ただし、開花ステージが早いほど、消費段階で開花しにくくベン

トネックが発生しやすい。切り花後は切り口が乾かないようでき

るだけ速やかに、清潔な容器で清潔な水につけて水揚げする。

。、水揚げは 抗菌剤を成分とする前処理剤で処理することが望ましい

品種や輸送条件によっては、さらに糖や蒸散抑制剤を添加した

前処理剤で処理すると日持ち日数が延長する場合もあるが、高濃

度の糖処理は葉に薬害を引き起こすので注意を要する。

切り花後の開花が早いバラでは冷蔵が必須となる。冷蔵室温は

夏期で６～７℃、冬期では４～５℃、湿度は85％程度が良いと

されている。 図６ 切り花収穫法のいろいろ

(2) 収穫の方法

収穫はピンチの意味も兼ねるので、花を切る際は次の採花を考慮に入れて行わなければならない。切り上

げ方式では一般的に５枚葉を２枚残しで採花する。品種や生育状況、シュートの太さにより５枚葉１枚残

しでも良花が得られる場合がある。また、樹高を抑えたいときなどはナックルカットやフック切りといっ

た収穫法もある。ただし、残す葉の枚数が少なくなるほど次のシュートの発生が遅くなり、到花日数は長

くなるとともに芽の素質が悪く、細い切り花になったり、切り花長が短くなることがあるので注意する。

（3）調整

５枚葉４枚残し

５枚葉２枚残し

５枚葉１枚残し

３枚葉１枚残し

ナックルカット

母枝付（フック付）
収穫
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作業は直射日光の当たらない場所で低温下で行うことが望ましい。また選花場の衛生管理を徹底する。下

葉や下枝を除去し選花を行うが、その際、水からあげている時間をできるだけ短くするように配慮する。

（4）保管・出荷

出荷前の切り花は５℃前後の保冷庫で保管することが望ましい。また保管中の灰色かび病の発生を軽減す

るには除湿器を用いて庫内の湿度を下げると良い。バラでは、水に浸漬して保管する湿式保管により、１

～２℃で３～４日程度の短期保管が可能であるが、採花後の花の寿命は限られており、低温で保管してい

る間も品質は次第に劣化する。そのため短期間であっても保管は極力避け、速やかに出荷するよう配慮す

る。出荷は、鮮度・品質の保持を考慮すると湿式輸送が望ましい。なお低温条件下でも、乾式輸送に比べ

て湿式輸送では開花の進展が早くなるので、切り前を調節する。
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バラ土耕栽培ごよみ
定植１年目 ２年目以降

月 旬 栽 培 の 要 点 摘 要
生育 作 業 生育 作 業

上 定植準備 剪 定 １．作型（左の作型は夏秋切り栽培） 苗木は信

２ 中 休 作 型 定 植 期 採 花 期 用のある

下 眠 夏秋切り栽培 ３ 月 ９月～１１月（定植１年目） 専門業者

上 ５月～１１月（定植２年目以降） から購入

３ 中 定 植 冬期一時休眠栽培 ３ 月 ９月～１２月（定植１年目） する。

下 活 ４月～１２月（定植２年目以降）

上 着 随時収穫 ２．国内の主要品種

４ 中 各種ピン する 赤色系：ローテローゼ、レッドスター 桃色系：ノブレス、テレサ

９０下 チを組み 白色系：ティネケ、アヴァランチェ＋ 橙色系：パレオ

上 合わせ株 生 黄色系：ゴールドストライク、デュカット

５ 中 を仕立て スプレー系：ファンファール、ラブリーリディア、マカレナ

下 生 るて 育 ３．定植準備

上 (1) 耕土が深く、有機質に富んだ排水の良いほ場にハウスを設置する。排水

６ 中 及 が悪い場合は暗きょ等の対策を講じる。

下 (2) 一度定植すれば５～６年の継続栽培となるので、バーク堆肥等保ちの良

上 育 び い有機質を施用し、土壌を膨軟に保つよう心がける。

７ 中 ４．施用例（１ａ当たり成分量）

下 収 (1) 土壌のｐＨは6.0前後に調整する。

上 (2) 堆肥は植え床に施した以外にも全面全層に200 程度施す。kg

kg８ 中 穫 (3) 基肥は油粕、骨粉、魚粕などの有機質肥料を主体に、窒素1.5～2.0

下 収穫始め りん酸2.0～3.0 、加里1.5～2.0 を施す。kg kg

上 (4) 追肥を行う際は、ＥＣを参考に行う。生育に適するＥＣ濃度(1 5)は:

９ 中 0.7 ／㎝前後である。mS

下 収 ５．定植

上 (1) できるだけ３月中に定植する。

10 中 (2) 植え付けは、接ぎ木部分が２～３ 以上露出するよう浅植えとする。cm

下 穫 ６．定植後の管理

上 土壌の乾燥防止、夏期の地温上昇抑制、雑草防止のため稲わら等を敷く。

11 中 ７．剪定および摘心

下 収穫終り (1) 年内の収穫を終えたら、徐々に温度を下げながら、かん水も控え株の休

上 眠を促し、２月頃に剪定を行う

12 中 (2) 剪定の程度は樹齢や樹勢、品種特性を考慮して行う。

下 休 ８．収穫

上 休 眠 (1) それぞれの仕立て方にあった収穫方法で採花する。従来の切り上げ方式

１ 中 眠 では５枚葉２枚残しが基本となる。

下 剪 定 (2) 収穫後は直ちに水揚げして冷蔵庫へ搬入する。
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